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☎469-7140 Fax469-7141☎469-7140 Fax469-7141
休館日休館日　　月曜日、毎月最終木月曜日、毎月最終木
曜日（いずれも祝日の場合は曜日（いずれも祝日の場合は
開館し、その翌日が休館）開館し、その翌日が休館）
開館時間開館時間
午前9時～午後5時午前9時～午後5時
（入館は午後4時30分まで）（入館は午後4時30分まで）
入館料入館料　無料　無料

「日本遺産」に追加認定された「荒波を越えた男たちの夢が紡い
だ異空間 ～北前船寄港地・船主集落～」のストーリーを構成す
る泉佐野市の文化財等を紹介します。

問合先　文化財保護課

　ふとん太鼓（太鼓台）は、東瀬戸内地方や淡路島から
北前船の交流によりもたらされた飾り山車のことです。
豊漁・海の安全を祈願して、春日神社の夏まつりで使わ
れるもので、いわゆる「漁師の祭り」のことです。
　泉州では、本市の他に堺市や貝塚市などもふとん太鼓
を使った祭りがあります。現在本市では、野出町・春日町・
新町（昭和初期では元町を入れた4町）の3台のふとん太
鼓が町内での練り回しと春日神社への奉納、春日神社の
みこしが旧佐野町内の御旅所を回る「渡御」で成り立っ
ています。この祭りの起源を調べると、春日神社に明治
41（1908）年に合祀された住吉神社の祭礼を吸収して
継承される祭礼であったことが明確になっており、祭り
の献灯台に掲げる提灯の構成にも、海に関わる人々の繋
がりが窺われるものとなっています。

 日本遺産・北前船文化を巡る⑪
～ふとん太鼓（太鼓台）～
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和
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。
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河
内
の
土
器
は
そ
の
美
し
さ
で
和

泉
の
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も
魅
了
し
た
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。

▲船橋遺跡出土弥生土器（弥生時代中期）
提供：大阪府立弥生文化博物館
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